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(57)【要約】
【課題】水分の有機ＥＬ層への浸透をさらに抑制した有
機ＥＬ表示パネル及びそれを用いた有機ＥＬ表示装置を
提供する。
【解決手段】対向配置された下部基板１０１及び上部基
板１０７と、有機ＥＬ素子を複数有し上部基板１０７と
下部基板１０１との間に配置された有機ＥＬ層１０３と
、無機材料を含み有機ＥＬ層１０３の上面及び側面を覆
う無機封止層１０４と、上部基板１０７及び下部基板１
０１と密着しつつ、有機ＥＬ層１０３の側面を囲む封止
壁１０８と、上部基板１０７、下部基板１０１及び封止
壁１０８に囲まれた領域内に配置され吸湿性を有する吸
湿壁１０９とを備え、吸湿壁１０９が少なくとも下部基
板１０１上から無機封止層１０４の周縁部１０４ａに接
するまでの領域を含んで配置された有機ＥＬ表示パネル
１０。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下部基板と、
　前記下部基板と対向して配置された上部基板と、
　有機ＥＬ素子を複数有し、前記上部基板と前記下部基板との間に配置された有機ＥＬ層
と、
　無機材料を含み、前記有機ＥＬ層の上面及び側面を覆う無機封止層と、
　前記上部基板及び前記下部基板と密着しつつ、前記有機ＥＬ層の側面を囲む封止壁と、
　前記上部基板、前記下部基板及び前記封止壁に囲まれた領域内に配置され、吸湿性を有
する吸湿壁と、
　を備え、
　前記吸湿壁が、少なくとも前記下部基板上から前記無機封止層の周縁部に接するまでの
領域を含んで配置された、
　有機ＥＬ表示パネル。
【請求項２】
　前記吸湿壁が、前記無機封止層の外周に渡って、前記下部基板上から前記無機封止層の
周縁部に接するまでの領域を含んで配置された、
　請求項１に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項３】
　前記無機封止層の周縁部が、前記下部基板上にある、
　請求項１又は請求項２のいずれかに記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項４】
　さらに、前記下部基板と前記有機ＥＬ層との間に配置され、有機材料からなる層間絶縁
層を備え、
　前記無機封止層の周縁部が、前記層間絶縁層上にある、
　請求項１又は請求項２のいずれかに記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項５】
　前記吸湿壁が、吸湿によって化学反応を起こす化学的乾燥剤を含む、
　請求項１から請求項４のいずれかに記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項６】
　前記化学的乾燥剤が、酸化リン、酸化カルシウム、塩化カルシウム、塩化亜鉛、水酸化
カリウム、水酸化ナトリウム、炭酸カリウム、硫酸ナトリウム、硫酸マグネシウム又は硫
酸カルシウムのいずれかである、
　請求項５に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項７】
　前記吸湿壁が、前記化学的乾燥剤を１０質量％以上含む、
　請求項５又は請求項６に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項８】
　前記化学的乾燥剤が粒状であり、前記化学的乾燥剤の平均粒径が１０ｎｍ以上２０μｍ
以下である、
　請求項５から請求項７のいずれかに記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項９】
　前記無機材料が、珪素、炭素又はアルミニウムの酸化物、窒化物又は酸窒化物である、
　請求項１から請求項８のいずれかに記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項１０】
　前記吸湿壁が、前記上部基板及び前記下部基板と密着している、
　請求項１から請求項９に記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項１１】
　さらに、前記上部基板と前記無機封止層との間に配置されたカラーフィルタ層を備える
、
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　請求項1から請求項１０のいずれかに記載の有機ＥＬ表示パネル。
【請求項１２】
　請求項１から請求項１１のいずれかに記載の有機ＥＬ表示パネルを備える、
　有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ素子の発光を利用した有機ＥＬ表示パネル及び有機ＥＬ表示装置に
関し、特に有機ＥＬ表示パネルの封止技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ：電界発光）素子の発光を利用し
た有機ＥＬ表示パネルは、応答性・視野角・コントラスト比・耐衝撃性などに優れ、薄型
軽量化やフレキシブル化が可能などの特徴を持ち、研究開発が盛んに行われている。
　有機ＥＬ表示パネルでは、ガラスや樹脂などの基板上に、有機ＥＬ素子を複数有する有
機ＥＬ層が配置される。有機ＥＬ層は活性が高く不安定な材料を含むことが多く、水分の
浸透により劣化すると、輝度低下領域や非発光領域が形成されてしまう。したがって、有
機ＥＬ表示パネルの発光寿命を向上させるためには、水分の有機ＥＬ層への浸透を抑制す
る封止構造が重要となる。
【０００３】
　有機ＥＬ表示パネルにおいては、有機ＥＬ層を配置する下部基板と、下部基板と対向し
て配置された上部基板とで有機ＥＬ層を挟み、硬化性樹脂やガラスフリットなどを用いて
有機ＥＬ層の側面を囲む封止壁を形成する封止構造が一般的に用いられる。
　また、上記封止構造に加え、有機ＥＬ層の上面及び側面を窒化シリコンの薄膜などの無
機封止層で覆う構成が開示されている（例えば、特許文献１参照）。また、上記封止構造
内に、吸湿性を有する吸湿壁を配置する構成が開示されている（例えば、特許文献２参照
）。さらに、上記封止構造に加えて無機封止層及び吸湿壁の両方を備える構成が開示され
ている。（例えば、特許文献３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－５９０９４号公報
【特許文献２】特開２０１３－２１８７９６号公報
【特許文献３】特開２００７－７３４５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献３のように、封止構造に加えて無機封止層及び吸湿壁の両方を備える構成を用
いれば、有機ＥＬ層への水分の浸透を相当低減できる。ただし、本願の発明者は、上記構
成においても、水分が有機ＥＬ層まで浸透しやすい経路が存在することを発見した。発光
寿命は、有機ＥＬ表示パネルの基本的な品質の一つであり、できるだけ向上させることが
好ましい。したがって、有機ＥＬ層への水分の浸透は可能な限り抑制することが望ましい
。
【０００６】
　そこで、本発明の目的は、水分の有機ＥＬ層への浸透をさらに抑制した有機ＥＬ表示パ
ネル及びそれを用いた有機ＥＬ表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、下部基板と、下部基板と対向して配置さ
れた上部基板と、有機ＥＬ素子を複数有し上部基板と下部基板との間に配置された有機Ｅ



(4) JP 2016-12433 A 2016.1.21

10

20

30

40

50

Ｌ層とを備える。また、当該有機ＥＬ表示パネルは、無機材料を含み有機ＥＬ層の上面及
び側面を覆う無機封止層と、上部基板及び下部基板と密着しつつ有機ＥＬ層の側面を囲む
封止壁と、上部基板、下部基板及び封止壁に囲まれた領域内に配置され吸湿性を有する吸
湿壁とを備える。さらに、当該有機ＥＬ表示パネルでは、吸湿壁が、少なくとも下部基板
上から無機封止層の周縁部に接するまでの領域を含んで配置されている。
【発明の効果】
【０００８】
　上記態様に係る有機ＥＬ表示パネルでは、水分が浸透しやすい下部基板と無機封止層と
の間隙が吸湿壁で封止されており、当該間隙を通じた水分の有機ＥＬ層への浸透が抑制さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施の形態１に係る有機ＥＬ表示パネル１０を示す模式上面図である。
【図２】（ａ）は図１のＸ－Ｘ線における模式断面図であり、（ｂ）は図２（ａ）の一部
拡大図である。
【図３】（ａ）は変形例に係る有機ＥＬ表示パネル１０Ｘを示す模式断面図であり、（ｂ
）は図３（ａ）の一部拡大図である。
【図４】変形例に係る有機ＥＬ表示パネル１０Ｙを示す模式断面図である。
【図５】変形例に係る有機ＥＬ表示パネル１０Ｚを示す模式断面図である。
【図６】実施の形態２に係る有機ＥＬ表示装置１の構成を示す模式ブロック図である。
【図７】比較例に係る有機ＥＬ表示パネル９０ａを示す模式断面図である。
【図８】比較例に係る有機ＥＬ表示パネル９０ｂを示す模式断面図である。
【図９】有機ＥＬ表示パネル９０ｃを示す模式断面図である。
【図１０】有機ＥＬ表示パネル９０ｃの角付近を撮影した上面写真であって、（ａ）は発
光状態を撮影した写真であり、（ｂ）は落射型顕微鏡を用いて撮影した写真である。
【図１１】有機ＥＬ表示パネル９０ｃの辺付近を撮影した上面写真であって、（ａ）は発
光状態を撮影した写真であり、（ｂ）は落射型顕微鏡を用いて撮影した写真である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　＜本発明の一態様に至った経緯＞
　本願の発明者（以下、「本発明者」という。）は、無機封止層及び吸湿壁の両方を備え
る有機ＥＬ表示パネルにおいても、水分が有機ＥＬ層まで浸透しやすい経路が存在するこ
とを発見した。以下にその詳細を示す。
　（１）考えられる構成
　まず、本発明者は無機封止層及び吸湿壁の両方を備える有機ＥＬ表示パネルとして、有
機ＥＬ表示パネル９０ａ、９０ｂを検討した。図７、図８はそれぞれ、有機ＥＬ表示パネ
ル９０ａ、９０ｂ（以下、それぞれ「パネル９０ａ」、「パネル９０ｂ」とする。）を示
す模式断面図である。
【００１１】
　パネル９０ａ、９０ｂでは、基本的な構成要素は共通し、下部基板１０１と、下部基板
１０１に対向して配置された上部基板１０７と、上部基板１０７と下部基板１０１との間
に配置された有機ＥＬ層１０３とを備える。また、パネル９０ａ、９０ｂは、無機材料を
含み、有機ＥＬ層１０３の上面及び側面を覆う無機封止層９０４と、上部基板１０７及び
下部基板１０１と密着しつつ、有機ＥＬ層１０３の側面を囲む封止壁９０８ａ、９０８ｂ
とを備える。
【００１２】
　さらに、パネル９０ａ、９０ｂは、上部基板１０７、下部基板１０１及び封止壁９０８
ａ、９０８ｂに囲まれた領域（以下、「封止領域」という。）内である封止壁９０８の内
側に配置され、吸湿性を有する吸湿壁９０９ａ、９０９ｂを備える。この他に、パネル９
０ａ、９０ｂは、下部基板１０１と有機ＥＬ層１０３との間に配置され有機材料からなる
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層間絶縁層１０２と、封止領域に充填された接着層１０５と、上部基板１０７と無機封止
層１０４との間に配置されたカラーフィルタ層１０６とを備える。
【００１３】
　ここで、パネル９０ａ、９０ｂは、アクティブマトリクス方式を採用するものとし、下
部基板１０１は、支持部材である基板本体１０１ａと、基板本体１０１ａ上に形成された
ＴＦＴ層１０１ｂとからなる。このとき、ＴＦＴ層１０１ｂの最上層は、水分の透過性が
低い無機材料からなり、基板本体１０１ａ上面全体を覆うパッシベーション層（不図示）
となっている。また、上部基板１０７は水分の透過性が低いガラス材料などからなる。こ
れにより、パネル９０ａ、９０ｂでは、封止領域の下方及び上方から有機ＥＬ層１０３へ
の水分の浸透を抑制している。
【００１４】
　また、パネル９０ａ、９０ｂでは、封止壁９０８ａ、９０８ｂ及び吸湿性を有する吸湿
壁９０９ａ、９０９ｂにより、封止領域の側面方向から有機ＥＬ層１０３への水分の浸透
を低減している。さらに、パネル９０ａ、９０ｂでは、無機封止層９０４により、封止領
域内において有機ＥＬ層１０３の上面及び側面からの水分の浸透をさらに低減している。
　なお、パネル９０ａ、９０ｂでは、無機封止層９０４の周縁部９０４ａが下部基板１０
１上にある。すなわち、無機封止層９０４は有機ＥＬ層１０３の上面及び側面だけではな
く、層間絶縁層１０２の側面を覆っており、これにより層間絶縁層１０２の側面を介した
有機ＥＬ層１０３への水分の浸透を抑制できる。
【００１５】
　一方、パネル９０ａとパネル９０ｂとでは、封止壁９０８ａ、９０８ｂ及び吸湿壁９０
９ａ、９０９ｂの配置箇所が異なっている。まず、図７に示すように、パネル９０ａでは
、吸湿壁９０９ａが、無機封止層９０４上に配置されている。すなわち、無機封止層９０
４の周縁部９０４ａは吸湿壁９０９ａの外周よりも外側に位置しており、周縁部９０４ａ
における下部基板１０１と無機封止層９０４との界面端は封止壁９０８ａに封止されてい
る。
【００１６】
　上記パネル９０ａの構成は、有機ＥＬ層１０３に対して、封止壁９０８ａ、吸湿壁９０
９ａを接近させたものであり、有機ＥＬ層１０３上面（表示領域）の面積に対する下部基
板１０１及び上部基板１０７の必要面積を小さくすることを目的とする。表示パネル一般
には、挟額縁化が要請されており、パネル９０ａの構成は、これに対応するものである。
　次に、図８に示すように、パネル９０ｂでは、吸湿壁９０９ｂが下部基板１０１上に配
置されている。すなわち、無機封止層９０４の周縁部９０４ａは吸湿壁９０９ｂの内周よ
りも内側に位置しており、下部基板１０１と無機封止層９０４との界面端は接着層１０５
に封止されている。
【００１７】
　パネル９０ｂの構成は、封止壁９０８ｂ及び吸湿壁９０９ｂの配置箇所を、膜質が不均
一となる場合がある無機封止層９０４の周縁部９０４ａから、下部基板１０１に変えるこ
とで、封止性を安定させるものである。
　具体的には、無機封止層９０４は、例えばメタルマスクなどのマスクを用いたＰＥＣＶ
Ｄ（プラズマ化学気相成長）で形成される。このとき、マスク開口端においてはプラズマ
放電が起こりにくく、周縁部９０４ａ付近では、十分に反応できなかった未反応の原料ガ
スが無機封止層９０４内に含まれ、膜質が不均一となる場合がある。このような周縁部９
０４ａ付近の無機封止層９０４と、封止壁９０８ａ又は吸湿壁９０９ｂとでは、密着力が
低下しやすい。そこで、パネル９０ｂの構成は、封止壁９０８ａ及び吸湿壁９０９ｂを下
部基板１０１上に配置することで、下地層との密着力の安定、すなわち封止性の安定を図
るものである。
【００１８】
　以上のように、パネル９０ａ、９０ｂは、それぞれ挟額縁化、封止性の安定を目的とし
ており、無機封止層９０４と吸湿壁９０９ａ、９０９ｂを備える有機ＥＬ表示パネルとし
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て、考えられる構成である。
　（２）水分の浸透経路
　次に、本発明者は、パネル９０ａ、９０ｂの構成において、無機封止層９０４の周縁部
９０４ａにおける下部基板１０１と無機封止層９０４との界面に着目した。例えば窒化シ
リコンなどの無機封止層９０４は、バルクでは緻密な構造を有するが、材料の異なる他の
層との界面では緻密な構造を形成することができず、界面はいわば分子レベルの隙間であ
る微視的な間隙となっていると考えられる。すなわち、無機封止層９０４は、厚み方向に
ついては水分の浸透を抑制することができるが、界面に沿う方向については周縁部９０４
ａにおける他の層との界面端から水分が比較的浸透しやすい。
【００１９】
　特に、無機封止層９０４をＣＶＤ（化学気相成長）で形成する場合、無機封止層９０４
を下地の下部基板１０１との界面において分子レベルで結合させるためには、プラズマ、
熱、光などにより活性化エネルギーを与え、化学的に結合させる必要がある。一方、パネ
ル９０ａ、９０ｂは有機材料を含んで構成されるため、耐熱性、耐光性、耐プラズマ耐性
は無機材料のみで構成されるデバイスに比べて低く、過剰なエネルギーを与えることがで
きない。また、上述のようにマスク開口端近傍において、熱、光、プラズマ等のエネルギ
ー強度は小さくなる傾向にあり、原料ガスの化学反応が充分に進まず、周縁部９０４ａ付
近では、無機封止層９０４の膜質が低下しやすくなるとともに、無機封止層９０４と下地
の下部基板１０１との密着力は低下する傾向にある。すなわち、この場合、周縁部９０４
ａにおける下部基板１０１と無機封止層９０４との界面端から水分がより浸透しやすい。
なお、本発明者は、実デバイスにおいて、無機封止層９０４の周縁部９０４ａが下地層か
ら剥離しやすいことにより、上記周縁部９０４ａの膜質・密着力の低下を確認している。
【００２０】
　そして、本発明者は、上記界面を通じた水分の浸透が発生することで、次に示すように
、パネル９０ａ、９０ｂの構成において、水分が有機ＥＬ層１０３まで浸透しやすい経路
が存在することを発見した。
　ａ．パネル９０ａにおける浸透経路
　パネル９０ａでは、下部基板１０１と無機封止層９０４との界面端は封止壁９０８ａに
封止されている。封止壁９０８ａの材料には、封止性の高いガラスフリットを用いること
もできるが、ガラスフリットを溶着する際のレーザ光のエネルギーにより、歪みや損傷が
発生し、当該箇所を水分が通過する場合がある。また、封止壁９０８ａの材料に樹脂など
の有機材料を用いることもできるが、有機材料はガラスや窒化シリコン薄膜などの無機材
料に比べて水分の透過性が高い。したがって、封止壁９０８ａは水分を完全に封止するこ
とはできず、水分は、封止壁９０８ａ内を拡散した後、定常的にある一定量が封止壁９０
８ａを介して封止領域側に浸透し続けることになる。
【００２１】
　このとき、外気中の水分は、封止壁９０８ａ内を浸透することで、下部基板１０１と無
機封止層９０４との界面端に達する。したがって、図７の矢印で示すように、当該水分が
、当該界面を伝って層間絶縁層１０２に浸入し、有機ＥＬ層１０３の隔壁１０３ｄなどを
通過して、機能層１０３ｂや共通電極１０３ｃなどに浸透する。
　ｂ．パネル９０ｂにおける浸透経路
　パネル９０ｂでは、パネル９０ａと異なり、無機封止層９０４の周縁部９０４ａが、吸
湿壁９０９ｂより内側にあるため、外気中の水分は下部基板１０１と無機封止層９０４と
の界面端に到達する前に吸湿壁９０９ｂに吸着される。一方、有機ＥＬ表示パネルで問題
となる水分は、外気中のものだけではなく、パネル内部の封止領域にも存在する。特に、
接着層１０５やカラーフィルタ層１０６は、製造プロセスに由来して水分を相当量含有す
る。また、接着層１０５は有機材料であり、水分は接着層１０５の内部で拡散することが
できる。
【００２２】
　カラーフィルタ層１０６中の水分濃度が接着層１０５中の水分濃度に比べて大きいとき
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、カラーフィルタ層１０６中の水分は接着層１０５内に浸透する。そして、図８の矢印に
示すように、接着層１０５及びカラーフィルタ層１０６に含有される水分は、接着層１０
５内を浸透して下部基板１０１と無機封止層９０４との界面端に達する。界面端に達した
水分濃度が層間絶縁層１０２の水分濃度に比べて大きいとき、下部基板１０１と無機封止
層９０４との界面を伝って水分が層間絶縁層１０２に侵入する。そして、侵入した水分が
有機ＥＬ層１０３の隔壁１０３ｄなどを通過して、機能層１０３ｂや共通電極１０３ｃな
どに浸透する。
【００２３】
　ｃ．パネル９０ａ、９０ｂに共通する浸透経路
　層間絶縁層１０２は、有機材料からなり、接着層１０５やカラーフィルタ層１０６と同
様に、製造プロセスに由来して水分を相当量含有する。したがって、パネル９０ａ、９０
ｂでは、層間絶縁層１０２に含有される水分が、有機ＥＬ層１０３の隔壁１０３ｄなどを
通過して、機能層１０３ｂや共通電極１０３ｃなどに浸透する。
【００２４】
　以上のように、無機封止層及び吸湿壁の両方を備えるパネル９０ａ、９０ｂであっても
、水分が有機ＥＬ層まで浸透しやすい経路は存在する。特に、下部基板１０１と無機封止
層９０４との界面を伝う水分の浸透について、本発明者は実際に次のように実験用の有機
ＥＬ表示パネル９０ｃを製造して確認した。
　図９は、有機ＥＬ表示パネル９０ｃを示す模式断面図である。有機ＥＬ表示パネル９０
ｃ（以下、「パネル９０ｃ」とする。）は、封止壁９０８ｃ及び吸湿壁９０９ｃの位置を
除いて、パネル９０ａ、９０ｂと同様の構成である。一方、パネル９０ｃでは、封止壁９
０８ｃ及び吸湿壁９０９ｃが、パネル９０ａよりもさらにパネル内側に配置している。こ
れにより、無機封止層９０４の周縁部９０４ａが、封止壁９０８ｃの外周よりも外側に位
置し、外気中に晒される状態となっている。
【００２５】
　また、パネル９０ｃでは、吸湿壁９０９ｃが、有機ＥＬ層１０３の上方に配置されてお
り、特に表示領域１１と重なるように配置されている。ここで、表示領域１１とは、有機
ＥＬ層１０３のうち、図７、８に示す画素電極１０３ａ、機能層１０３ｂ及び共通電極１
０３ｃの一組から構成される有機ＥＬ素子が複数配列された領域であり、パネル９０ｃに
おいて、画像が表示される領域である。パネル９０ｃでは、表示領域１１は、上面から見
た際に矩形状となっている。なお、図９では、下部基板１０１における基板本体１０１ａ
及びＴＦＴ層１０１ｂ、有機ＥＬ層１０３における画素電極１０３ａ、機能層１０３ｂ及
び共通電極１０３ｃ並びにカラーフィルタ層１０６の図示は省略している。
【００２６】
　本発明者は、このようなパネル９０ｃを高温状態（温度８０℃、湿度４０％）に置き、
一定時間経過後の状態を観察した。図１０は、パネル９０ｃの角付近を撮影した上面写真
であって、（ａ）は発光状態を撮影した写真であり、（ｂ）は落射型顕微鏡を用いて撮影
した写真である。図１１は、パネル９０ｃの辺付近を撮影した上面写真であって、（ａ）
は発光状態を撮影した写真であり、（ｂ）は落射型顕微鏡を用いて撮影した写真である。
なお、パネル９０ｃの角、辺とは、パネル９０ｃの上面における表示領域１１の角、辺を
指している。また、図１０（ａ）と図１０（ｂ）、図１１（ａ）と図１１（ｂ）は、概ね
、同一の部分を同一の寸法で撮影している。また、図１０及び図１１に示す白い点線は表
示領域１１の境界である。
【００２７】
　図１０（ａ）、図１１（ａ）より、一定時間経過後のパネル９０ｃでは、表示領域１１
の一部に、輝度低下領域及び非発光領域（以下、「輝度低下領域等」とする。）が形成さ
れていることが分かる。この輝度低下領域等は、表示領域のうち、水分が浸透したことに
より有機ＥＬ素子が劣化した領域である。また、図１０（ｂ）、図１１（ｂ）より、輝度
低下領域等は、吸湿壁９０９ｃの内周側から発生するのではなく、表示領域１１の端から
発生していることが分かる。
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【００２８】
　特に、図１０（ｂ）、図１１（ｂ）では、吸湿壁９０９ｃが占める領域の一部（図１０
（ｂ）の左下、図１１（ｂ）の下方）で色が薄くなっている。これは、パネル９０ｃにお
いて、吸湿壁９０９ｃの下方にある有機ＥＬ層１０３に配置した電子注入層内にはアルカ
リ金属（又はアルカリ土類金属）が含有されているが、これらは水分と反応しやすく、か
つ水分を吸着して透明化するためである。一方、この状態において、吸湿壁９０９ｃにお
いては変色等が起こっておらず、吸湿壁９０９ｃそのものは水分を吸着していない。つま
り、電子注入層中のアルカリ金属（又はアルカリ土類金属）の透明化、すなわち有機ＥＬ
層１０３への水分の浸透は、吸湿壁９０９ｃが水分を吸着する前に発生している。
【００２９】
　これらのことと、図９の構造から、輝度低下領域等を発生させた水分は、吸湿壁９０９
ｃを浸透して有機ＥＬ層１０３に達したのではなく、周縁部９０４ａにおける下部基板１
０１と無機封止層９０４との界面を浸透して有機ＥＬ層１０３に達したことが分かる。し
たがって、周縁部９０４ａにおける下部基板１０１と無機封止層９０４との界面は、水分
が浸透しやすい経路であることが確認された。
【００３０】
　そこで、本発明者は、水分の有機ＥＬ層への浸透をさらに抑制した有機ＥＬ表示パネル
及び有機ＥＬ表示装置を提供すべく、以下に説明する本発明の一態様に至ったのである。
　＜本発明の一態様の概要＞
　本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、下部基板と、下部基板と対向して配置さ
れた上部基板と、有機ＥＬ素子を複数有し上部基板と下部基板との間に配置された有機Ｅ
Ｌ層とを備える。また、当該有機ＥＬ表示パネルは、無機材料を含み有機ＥＬ層の上面及
び側面を覆う無機封止層と、上部基板及び下部基板と密着しつつ有機ＥＬ層の側面を囲む
封止壁と、上部基板、下部基板及び封止壁に囲まれた領域内に配置され吸湿性を有する吸
湿壁とを備える。さらに、当該有機ＥＬ表示パネルでは、吸湿壁が、少なくとも下部基板
上から無機封止層の周縁部に接するまでの領域を含んで配置されている。
【００３１】
　上記態様に係る有機ＥＬ表示パネルでは、水分が浸透しやすい下部基板と無機封止層と
の間隙が吸湿壁で封止されており、当該間隙を通じた水分の有機ＥＬ層への浸透が抑制さ
れる。
　また、本発明の別の態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、上記態様において、吸湿壁が、
無機封止層の外周に渡って、下部基板上から無機封止層の周縁部に接するまでの領域を含
んで配置されている。上記態様に係る有機ＥＬ表示パネルでは、無機封止層の外周に渡っ
て、下部基板と無機封止層との間隙が吸湿壁で封止されており、有機ＥＬ層への水分の浸
透がさらに抑制される。
【００３２】
　また、本発明の別の態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、上記態様において、無機封止層
の周縁部が、下部基板上にある。上記態様に係る有機ＥＬ表示パネルでは、下部基板と無
機封止層によって有機ＥＬ層を一定程度封止できる。特に、吸湿壁の吸湿能力が飽和した
後においても、有機ＥＬ層への水分の浸透を低減できる。また、このような構成は比較的
簡易に形成でき、製造上有利である。
【００３３】
　また、本発明の別の態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、上記態様において、さらに、下
部基板と有機ＥＬ層との間に配置され、有機材料からなる層間絶縁層を備え、無機封止層
の周縁部が、層間絶縁層上にある。上記態様に係る有機ＥＬ表示パネルでは、吸湿壁が、
下部基板と無機封止層との間隙において層間絶縁層と面で接するため、層間絶縁層の水分
を容易に吸着することができる。
【００３４】
　また、本発明の別の態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、上記態様において、吸湿壁が、
吸湿によって化学反応を起こす化学的乾燥剤を含む。
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　また、本発明の別の態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、上記態様において、化学的乾燥
剤が、酸化リン、酸化カルシウム、塩化カルシウム、塩化亜鉛、水酸化カリウム、水酸化
ナトリウム、炭酸カリウム、硫酸ナトリウム、硫酸マグネシウム又は硫酸カルシウムのい
ずれかである。上記態様に係る有機ＥＬ表示パネルでは、水との反応性が高く、吸湿能力
の高い化学的乾燥剤を備えることで、吸湿壁の吸湿性がさらに向上する。
【００３５】
　また、本発明の別の態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、上記態様において、吸湿壁が、
化学的乾燥剤を１０質量％以上含む。
　また、本発明の別態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、上記態様において、化学的乾燥剤
が粒状であり、化学的乾燥剤の平均粒径が、１０ｎｍ以上２０μｍ以下である。
　上記態様に係る有機ＥＬ表示パネルでは、吸湿壁内に化学的乾燥剤が密に存在するため
、吸湿壁に浸透した水分が隣接する化学的乾燥剤と連鎖的に反応し、吸湿壁内で効率良く
水分が吸着される。
【００３６】
　また、本発明の別の態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、上記態様において、無機材料が
、珪素、炭素又はアルミニウムの酸化物、窒化物又は酸窒化物である。上記態様に係る有
機ＥＬ表示パネルでは、無機封止層における水分の透過性をより低減することができる。
　また、本発明の別の態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、上記態様において、吸湿壁が、
上部基板及び下部基板と密着している。上記態様に係る有機ＥＬ表示パネルでは、封止領
域に水分が浸透することを抑制できる。また、吸湿壁の体積を大きくすることで、吸湿能
力が向上する。
【００３７】
　また、本発明の別の態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、上記態様において、さらに、上
部基板と無機封止層との間に配置されたカラーフィルタ層を備える。上記態様に係る有機
ＥＬ表示パネルでは、カラーフィルタによって画像の発光色やコントラストを調整できる
上に、カラーフィルタ層に含まれる水分の有機ＥＬ層への浸透を抑制できる。
　また、本発明の別の態様に係る有機ＥＬ表示装置は、上記態様のいずれかに記載の有機
ＥＬ表示パネルを備える。上記態様に係る有機ＥＬ表示装置では、発光寿命が向上し、高
い表示品質を実現できる。
【００３８】
　なお、本願において「上」「下」とは、絶対的な空間認識における上方向（鉛直上方）
を指すものではなく、有機ＥＬ表示パネルの積層構造における積層順を基に、相対的な位
置関係により規定されるものである。また、本願における「側面」とは上記「上」「下」
に対応するものであり、絶対的なものではなく、相対的に規定される。
　また、本願において「間隙」とは、巨視的な視点での間隙を指すだけではなく、界面の
ように異なる層が密着する境界（隙間）などの微視的な視点での間隙も含む。
【００３９】
　＜実施の形態１＞
　以下では、実施の形態１として、本発明の一態様である有機ＥＬ表示パネル１０につい
て、図１及び図２を用いて説明する。図１は有機ＥＬ表示パネル１０を示す模式上面図で
あり、図２（ａ）は図１のＸ－Ｘ線における模式断面図であり、図２（ｂ）は図２（ａ）
の一部拡大図である。なお、本願の図面はすべて模式的なものであり、部材の縮尺、縦・
横の比率などは、実際のものとは異なる場合がある。
【００４０】
　１．有機ＥＬ表示パネル１０の構成
　（１）全体構成
　有機ＥＬ表示パネル１０（以下、「パネル１０」という。）は、図１の二点鎖線で示す
矩形状の表示領域１１に画素を二次元配列した表示パネルであって、各画素の輝度の組み
合わせにより表示領域１１に画像が表示される。また、パネル１０は、アクティブマトリ
クス方式を採用し、各有機ＥＬ素子の発光は、当該有機ＥＬ素子の下方に形成されたＴＦ
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Ｔ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：薄膜トランジスタ）素子（不図示）を
用いて制御される。さらに、パネル１０は、トップエミッション方式を採用し、図に示す
上面（上部基板１０７側）に画像を表示する。
【００４１】
　パネル１０は、図２（ａ）に示すように、下部基板１０１と、下部基板１０１に対向し
て配置された上部基板１０７と、有機ＥＬ素子を複数有し、上部基板１０７と下部基板１
０１との間に配置された有機ＥＬ層１０３とを備える。また、パネル１０は、無機材料を
含み、有機ＥＬ層１０３の上面及び側面を覆う無機封止層１０４と、上部基板１０７及び
下部基板１０１と密着しつつ、有機ＥＬ層１０３の側面を囲む封止壁１０８とを備える。
さらに、パネル１０は、上部基板１０７、下部基板１０１及び封止壁１０８に囲まれた封
止領域内に配置され、吸湿性を有する吸湿壁１０９を備える。
【００４２】
　この他に、パネル１０は、下部基板１０１と有機ＥＬ層１０３との間に配置され、有機
材料からなる層間絶縁層１０２と、封止領域に充填された接着層１０５と、上部基板１０
７と無機封止層１０４との間に配置されたカラーフィルタ層１０６とを備える。
　（２）各部の説明
　ａ．下部基板１０１
　下部基板１０１は、パネル１０における各部材、各機能素子などを配置する支持部材で
ある平板状の基板本体１０１ａと、基板本体１０１ａ上に配置されたＴＦＴ層１０１ｂと
からなる。また、下部基板１０１は、封止構造の一部として、有機ＥＬ層１０３の下方を
封止している。
【００４３】
　ＴＦＴ層１０１ｂは、各有機ＥＬ素子へ供給する電流を制御するために、ＴＦＴ素子、
容量素子、配線などからなる電子回路が形成された層である。ＴＦＴ層１０１ｂでは、半
導体、導電体、絶縁体の積層構造によって電子回路が形成されている。また、ＴＦＴ層１
０１ｂの最上層は、無機材料からなり、基板本体１０１ａ上面全体を覆うパッシベーショ
ン層（不図示）となっており、下部基板１０１としての水分封止性を確保している。
【００４４】
　ｂ．層間絶縁層１０２
　層間絶縁層１０２は、ＴＦＴ層１０１ｂ及び有機ＥＬ層１０３を電気的に絶縁し、かつ
ＴＦＴ層１０１ｂによる下部基板１０１の凹凸（不図示）を平坦化する役割を有する。層
間絶縁層１０２は、ＴＦＴ層１０１ｂの上面を覆う有機材料の層である。なお、層間絶縁
層１０２には、ＴＦＴ層１０１ｂの電子回路と、有機ＥＬ層１０３の有機ＥＬ素子とを電
気的に接続するため、一部にコンタクトホール（不図示）が形成されている。
【００４５】
　ｃ．有機ＥＬ層１０３
　有機ＥＬ層１０３は、内部に有機ＥＬ素子を複数有する層であり、画素電極１０３ａ、
機能層１０３ｂ、共通電極１０３ｃ、隔壁１０３ｄなどからなり、層間絶縁層１０２上に
配置される。
　画素電極１０３ａは、層間絶縁層１０２上に二次元配列された電極であり、表示領域１
１の画素を規定する。また、画素電極１０３ａは、層間絶縁層１０２のコンタクトホール
を介して、ＴＦＴ層１０１ｂの対応するＴＦＴ素子と電気的に接続されており、画素電極
１０３ａには、ＴＦＴ素子によって制御された電流が供給される。機能層１０３ｂは、少
なくとも有機材料からなる有機発光層を含む層であり、各画素電極１０３ａ上に対応して
配置される。なお、この際、機能層１０３ｂは各画素電極１０３ａに一対一に対応して配
置されてもよいし、一つの機能層１０３ｂが複数の画素電極１０３ａ上に配置されてもよ
い。共通電極１０３ｃは、機能層１０３ｂをすべて覆うように配置された電極である。隔
壁１０３ｄは、機能層１０３ｂを囲むように配置され、機能層１０３ｂ同士を電気的に分
離している。
【００４６】
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　画素電極１０３ａ、機能層１０３ｂ及び共通電極１０３ｃはそれぞれの組み合わせごと
に１つの有機ＥＬ素子を構成している。したがって、有機ＥＬ層１０３では、下部基板１
０１の上面に沿って、有機ＥＬ素子が複数配列されている。各有機ＥＬ素子においては、
画素電極１０３ａ及び共通電極１０３ｃから機能層１０３ｂへ供給された電子及び正孔が
、機能層１０３ｂの有機発光層で再結合し、再結合によって生じたエネルギーによって有
機材料が発光する。
【００４７】
　各有機ＥＬ素子の発光量は、対応するＴＦＴ素子から供給される電流によって定まり、
各有機ＥＬ素子の発光量の組み合わせが、表示領域１１において画像となる。なお、有機
ＥＬ素子ごとに有機発光層に用いる有機材料を変えることで、各有機ＥＬ素子の発光色を
例えば赤、緑、青のいずれかとし、各色の発光領域を順に並べて３色で１画素とすれば、
表示領域１１に有色の画像を表示することが可能である。ただし、パネル１０における有
機ＥＬ素子の発光色は特に限定されず、上記３色以外に、例えば赤一色や、赤、緑、青、
黄の４色などであってもよい。
【００４８】
　なお、機能層１０３ｂは、有機発光層以外にも有機ＥＬ素子の低電圧駆動、高発光効率
、高寿命を目的に、正孔・電子注入層、正孔・電子輸送層、正孔・電子阻止層などを有し
ていてもよい。また、画素電極１０３ａ、共通電極１０３ｃはそれぞれ陽極、陰極とする
ことが一般的であるが、これとは逆であってもよい。
　特に、電子注入層や電子輸送層は、仕事関数の小さい材料で構成され、一般的に、アル
カリ金属やアルカリ土類金属を含む材料で構成される。それらの金属のイオン化エネルギ
ーは、水素のイオン化エネルギーに比べて小さいため、水と反応し酸化されやすい。これ
は、有機発光層への電子注入性を低下させ、有機ＥＬの発光効率の低下や非発光現象を引
き起こす一因となる。
【００４９】
　ｄ．無機封止層１０４
　無機封止層１０４は、緻密な内部構造により、膜厚方向に対して水分の透過性が低い層
であり、製造時などの封止構造形成前に有機ＥＬ層１０３が外気と接触すること、及び封
止構造形成後の封止構造内外からの水分の有機ＥＬ層１０３への浸透を防ぐ。
　パネル１０では、無機封止層１０４は、有機ＥＬ層１０３の上面及び側面、層間絶縁層
１０２の上面及び側面を覆う位置に配置され、その周縁部１０４ａは下部基板１０１上に
位置する。このような無機封止層１０４の周縁部１０４ａの位置は、例えばＣＶＤやＰＶ
Ｄ（物理蒸着）においてメタルマスクなどのマスクを使用することにより、調整可能であ
る。
【００５０】
　ｅ．接着層１０５
　接着層１０５は、封止領域における無機封止層１０４、カラーフィルタ層１０６及び吸
湿壁１０９を除いた領域に充填され、高い透光性を有する有機材料からなる。接着層１０
５は、下部基板１０１と上部基板１０７との密着性を高め、有機ＥＬ層１０３を外部から
の物理的衝撃に対して保護するほか、有機ＥＬ層１０３からの発光を効率良く外部に取り
出すための光学層としての役割を果たす。
【００５１】
　ｆ．カラーフィルタ層１０６
　カラーフィルタ層１０６は、有機ＥＬ層１０３の上方に配置される層であり、表示領域
１１に表示する画像の発光色やコントラストを調整する。カラーフィルタ層１０６は、赤
、緑、青のいずれかの光を透過する着色領域と、光を遮蔽するブラックマトリクス領域と
を有し、着色領域は、対応する色に発光する有機ＥＬ素子の上方に、ブラックマトリクス
領域は有機ＥＬ素子間の上方に、それぞれ配置される。
【００５２】
　ｇ．上部基板１０７
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　上部基板１０７は、封止構造の一部として、有機ＥＬ層１０３の上方を封止する平板状
の部材である。パネル１０では、カラーフィルタ層１０６と上部基板１０７とが一体とな
ってカラーフィルタ基板を形成し、当該カラーフィルタ基板が接着層１０５、封止壁１０
８及び吸湿壁１０９の上方に配置されている。
【００５３】
　ｈ．封止壁１０８
　封止壁１０８は、封止構造の一部として、有機ＥＬ層の側面を封止する壁状の部分であ
り、下部基板１０１及び上部基板１０７と密着してこれらを固定し、封止構造を維持する
部材である。図２（ａ）に示すように、パネル１０では、封止壁１０８が、無機封止層１
０４やカラーフィルタ層１０６を介さずに平坦な下部基板１０１及び上部基板１０７と密
着することで、封止性を向上させている。
【００５４】
　ｉ．吸湿壁１０９
　吸湿壁１０９は、水分を吸着する吸湿性を有し、有機ＥＬ層１０３への水分の浸透を防
ぐ部材である。図２（ｂ）に示すように、パネル１０では、吸湿壁１０９が、下部基板１
０１上から無機封止層１０４の周縁部１０４ａに接するまでの領域を含んで配置されてい
る。また、図１に示すように、吸湿壁１０９（図のドット模様部）は、無機封止層１０４
（図の斜点線部）の外周１０４Ａに渡って同様に配置されている。
【００５５】
　ここで、上記のように吸湿壁１０９を配置する方法としては、例えば、以下のようにす
ればよい。まず、無機封止層１０４まで形成した下部基板１０１を用意し、無機封止層１
０４の外周１０４Ａに渡って、周縁部１０４ａをまたぐように、下部基板１０１上と無機
封止層１０４上に吸湿壁１０９の材料を塗布する。次に接着層１０５、封止壁１０８の材
料を、吸湿壁１０９を挟むようにそれぞれ無機封止層１０４上、下部基板１０１上に塗布
する。そしてカラーフィルタ層１０６を配置した上部基板１０７を下部基板１０１の上部
に密着させた後、圧着・固化・溶着などを行えば、吸湿壁１０９を備えたパネル１０が完
成する。吸湿壁１０９の材料を塗布する方法としては、ディスペンス法、スクリーン印刷
法などを用いることができる。
【００５６】
　なお、吸湿壁１０９の配置方法はこれに限られない。例えば、まず上部基板１０７にお
いて、周縁部１０４ａに対応する領域を含むように吸湿壁１０９の材料を塗布し、その外
側の上部基板１０７上に封止壁１０８の材料を塗布する。次に、接着層１０５までを形成
した下部基板１０１と上部基板１０７とを密着させた後、圧着・固化・溶着などを行えば
、吸湿壁１０９を備えたパネル１０が完成する。また、例えば、吸湿壁１０９の材料を塗
布する前に封止壁１０８の材料を塗布してもよい。
【００５７】
　さらにパネル１０では、図２（ａ）に示すように、吸湿壁１０９の下端は、下部基板１
０１と密着し、その上端は、上部基板１０７と密着している。さらに、吸湿壁１０９の内
周は、有機ＥＬ層１０３の隔壁１０３ｄの上方に達し、その外周は、封止壁１０８と密着
している。このように吸湿壁１０９の配置空間を大きくとることで、吸湿壁１０９の吸湿
能力を確保することができる。ただし、吸湿壁１０９は一般に、水分の吸着の有無により
光学特性が変わるため、表示領域１１と重なる位置、すなわち画素電極１０３ａ上にある
機能層１０３ｂの上方への配置は避けることが好ましい。
【００５８】
　また、吸湿壁１０９が、上部基板１０７及び下部基板１０１と密着する場合は、封止壁
１０８を通過する水分は吸湿壁１０９で吸着され、封止領域に水分が浸透することを抑制
できる。
　（３）各部の材料
　ａ．下部基板１０１
　下部基板１０１の基板本体１０１ａには、電気絶縁性を有する材料又はシリコンなどの
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半導体材料を用いることができる。また、電気絶縁性を有する材料をコーティングしたア
ルミニウムやステンレスなどの金属材料などを用いてもよい。電気絶縁性を有する材料と
しては、例えば、無アルカリガラス、ソーダガラス、無蛍光ガラス、燐酸系ガラス、硼酸
系ガラス、石英、アクリル系樹脂、スチレン系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、エポキシ
系樹脂、ポリエチレン系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリイミド系樹脂、シリコーン系樹
脂、酸化アルミニウムなどである。
【００５９】
　なお、基板本体１０１ａには、水分の透過性が低い材料、例えばガラスや金属などの材
料を用いることが好ましい。又は、樹脂材料の上面に、例えば窒化シリコン、酸化シリコ
ン、酸窒化シリコン、酸化アルミニウムなどの水分の浸透を防ぐ薄膜をコーティングした
ものを用いることが好ましい。
　下部基板１０１のＴＦＴ層１０１ｂは、電子回路を形成する半導体、導電体、絶縁体の
積層構造と、最上層のパッシベーション層により構成される。半導体としては、例えば、
シリコン、インジウム－亜鉛－ガリウム酸化物などの酸化物半導体、多環芳香族化合物な
ど平面方向に広がったπ電子共役系を有する有機半導体などを用いることができる。導電
体としては、例えば、アルミニウム、銅、金などの金属、黒鉛、カーボンナノチューブな
どの炭素、酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）や酸化インジウム亜鉛（ＩＺＯ）などの導電性
酸化物などを用いることができる。また、絶縁体としては、例えば、窒化シリコン、酸化
シリコン、酸窒化シリコン、酸化アルミニウム、アクリル系樹脂、ポリイミド系樹脂、シ
ロキサン系樹脂、フェノール系樹脂などを用いることができる。
【００６０】
　パッシベーション層には、水分の透過性が低い緻密な構造を有する無機材料を用いるこ
とができ、例えば、珪素、炭素又はアルミニウムの酸化物、窒化物又は酸窒化物などを用
いることができる。パッシベーション層の具体的な材料としては、例えば、窒化シリコン
、酸化シリコン、酸窒化シリコン、酸化炭素、窒化炭素、酸化アルミニウムなどである。
　ｂ．層間絶縁層１０２
　層間絶縁層１０２には、電気絶縁性を有するパターニング可能な材料、例えば、アクリ
ル系樹脂、ポリイミド系樹脂、シロキサン系樹脂、フェノール系樹脂などの有機材料を用
いることができる。
【００６１】
　ｃ．有機ＥＬ層１０３
　画素電極１０３ａ及び共通電極１０３ｃには、導電性を有する材料を用いることができ
る。例えば、アルミニウム、銀、モリブデン、タングステン、チタン、クロム、ニッケル
、亜鉛などの金属、ネオジウム－アルミニウム、金－アルミニウム、マグネシウム－銀な
どの合金、ＩＴＯやＩＺＯなどの導電性酸化物を用いることができる。また、これらを積
層した多層構造などであってもよい。
【００６２】
　なお、キャリア生成の観点から、画素電極１０３ａ及び共通電極１０３ｃのうち、陽極
には仕事関数の高い材料を、陰極には仕事関数の低い材料を用いることが好ましい。また
、パネル１０は、トップエミッション型であるため、画素電極１０３ａには、光反射性を
有する材料を、共通電極１０３ｃには、光透過性を有する材料を用いることが好ましい。
　機能層１０３ｂの有機発光層には、電界発光現象によって発光する有機材料を用いる。
具体的には、例えば、オキシノイド化合物、ペリレン化合物、クマリン化合物、アザクマ
リン化合物、オキサゾール化合物、オキサジアゾール化合物、ペリノン化合物、ピロロピ
ロール化合物、ナフタレン化合物、アントラセン化合物、フルオレン化合物、フルオラン
テン化合物、テトラセン化合物、ピレン化合物、コロネン化合物、キノロン化合物、アザ
キノロン化合物、ピラゾリン誘導体、ピラゾロン誘導体、ローダミン化合物、クリセン化
合物、フェナントレン化合物、シクロペンタジエン化合物、スチルベン化合物、ジフェニ
ルキノン化合物、スチリル化合物、ブタジエン化合物、ジシアノメチレンピラン化合物、
ジシアノメチレンチオピラン化合物、フルオレセイン化合物、ピリリウム化合物、チアピ
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リリウム化合物、セレナピリリウム化合物、テルロピリリウム化合物、芳香族アルダジエ
ン化合物、オリゴフェニレン化合物、チオキサンテン化合物、シアニン化合物、アクリジ
ン化合物、８－ヒドロキシキノリン化合物の金属錯体、２－ビピリジン化合物の金属錯体
、シッフ塩とＩＩＩ族金属との錯体、オキシン金属錯体、希土類錯体等の蛍光物質（いず
れも特開平５－１６３４８８号公報に記載）などの公知の蛍光物質、燐光物質を用いるこ
とができる。また、例えば、上記の蛍光物質、燐光物質をドーパントとした有機化合物の
混合層を用いてもよい。
【００６３】
　隔壁１０３ｄには、電気絶縁性を有し、加工により微細なパターンが形成可能な材料を
用いることができる。例えば、層間絶縁層１０２の材料として例示した有機材料を用いる
ことができる。なお、隔壁１０３ｄの材料は、有機溶剤への耐性を有し、エッチング処理
やベーク処理に対して過度に変形、変質などをしないものが好ましい。また、有機発光層
の形成に湿式プロセスを用いる場合は、隔壁１０３ｄの表面にフッ素処理などを行うか、
隔壁１０３ｄにフッ素を含有する材料を用い、隔壁１０３ｄに撥液性を持たせることが好
ましい。
【００６４】
　ｄ．無機封止層１０４
　無機封止層１０４には、膜厚方向に対する水分の透過性が低い材料として、緻密な構造
を有する無機材料を用いることができる。特に、無機封止層１０４の材料は、水分の透過
性の低い珪素、炭素又はアルミニウムの酸化物、窒化物又は酸窒化物を含むことが好まし
い。上記無機材料の具体例としては、例えば、窒化シリコン、酸化シリコン、酸窒化シリ
コン、酸化炭素、窒化炭素、酸化アルミニウムなどである。
【００６５】
　また、無機封止層１０４は、上記無機材料からなる層を含む多層構成であってもよい。
このとき、上記無機材料からなる層を複数積層すれば、より欠陥数の少ない無機封止層１
０４を形成することができる。さらに、無機材材料からなる層を、プラズマＣＶＤやＡＬ
Ｄ（原子層体積法）を用いて形成すれば、より緻密な膜を構成できる。なお、上記無機材
料からなる層を複数積層する際は、異なる無機材料からなる層を組み合わせてもよいし、
同じ無機材料からなる層を複数組み合わせてもよい。また、多層構成において、上記無機
材料からなる層に有機材料からなる層を組み合わせてもよい。この際、有機材料からなる
層は、例えば、蒸着法、スクリーン印刷法、ダイコート法などを用いて形成することがで
きる。
【００６６】
　また、パネル１０はトップエミッション型であるため、無機封止層１０４には、光透過
率が高く、隣接層との屈折率の差が小さい材料を用いることが好ましい。
　ｅ．接着層１０５
　接着層１０５には、例えば、エポキシ系樹脂、アクリル系樹脂、シリコーン系樹脂など
の有機材料などを用いることができる。なお、パネル１０はトップエミッション型である
ため、接着層１０５も無機封止層１０４と同様に、光透過率が高く、隣接層との屈折率の
差が小さい材料を用いることが好ましい。
【００６７】
　ｆ．カラーフィルタ層１０６
　カラーフィルタ層１０６の着色領域には、公知の有機材料、例えば、市販のカラーレジ
スト等を用いることができる。また、カラーフィルタ層１０６のブラックマトリクス領域
には、遮光性を有する材料を用いることができ、例えば黒色顔料を含む有機材料などを用
いることができる。
【００６８】
　ｇ．上部基板１０７
　上部基板１０７には、例えば、下部基板１０１の材料として例示したものを用いること
ができる。なお、パネル１０はトップエミッション型であるため、上部基板１０７には、
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光透過率が高く、隣接層との屈折率の差が小さい材料を用いることが好ましい。
　ｈ．封止壁１０８
　封止壁１０８には、下部基板１０１及び上部基板１０７と良好な密着性を有し、かつ外
圧によりパネル１０の封止領域を維持できるように一定の剛性を有する材料を用いること
ができる。具体的には、例えば、エポキシ系樹脂、ウレタン系樹脂、アクリル系樹脂、シ
リコーン系樹脂などの各種硬化性樹脂を用いることができる。また、例えば、下部基板１
０１及び上部基板１０７がガラス材料などであれば、これらと溶着可能なガラスフリット
などを用いることができる。
【００６９】
　ｉ．吸湿壁１０９
　吸湿壁１０９には、吸湿性を有する材料を用いることができる。例えば、酸化カルシウ
ム、塩化カルシウムなどの化学的乾燥剤や、シリカゲル、酸化アルミニウム、ゼオライト
などの物理的乾燥剤を、エポキシ系樹脂、ウレタン系樹脂、アクリル系樹脂などの樹脂中
に包含させたものを用いることができる。また、乾燥剤の粉体を用いてもよい。ただし、
吸湿壁１０９が、乾燥剤を含有する樹脂であれば、吸湿壁１０９をペースト状にして塗布
することが可能となり、製造が容易である。
【００７０】
　なお、化学的乾燥剤とは、吸湿によって化学反応が生じる乾燥剤であり、物理的乾燥剤
とは、吸湿によって化学反応が生じない乾燥剤をいう。ここで、パネル１０では、吸湿壁
１０９が化学的乾燥剤を含むことが好ましい。具体的には、化学的乾燥剤は、例えば、酸
化リン、酸化カルシウム、塩化カルシウム、塩化亜鉛、水酸化カリウム、水酸化ナトリウ
ム、炭酸カリウム、硫酸ナトリウム、硫酸マグネシウム又は硫酸カルシウムなどである。
【００７１】
　このとき、吸湿壁１０９は、化学的乾燥剤を１０質量％以上含むことが好ましく、また
、化学的乾燥剤は粒状であり、その平均粒径が１０ｎｍ以上２０μｍ以下であることが好
ましい。上記の場合、吸湿壁１０９内に化学的乾燥剤が密に存在するため、吸湿壁１０９
に浸透した水分が隣接する化学的乾燥剤と連鎖的に反応し、吸湿壁１０９内で効率良く水
分が吸着される。
【００７２】
　以上、パネル１０を構成する各部の材料について説明したが、これらは例示であって、
各部の材料を限定するものではなく、同様の機能を有する材料を用いてもよい。
　２．得られる効果
　（１）吸湿壁１０９が界面Ｇ１端を封止する効果
　パネル１０では、吸湿壁１０９が、下部基板１０１上から無機封止層１０４の周縁部１
０４ａに接するまでの領域を含んで配置されてきる。すなわち、下部基板１０１と無機封
止層１０４との界面Ｇ１には隙間（間隙）が存在し、吸湿壁１０９は、界面Ｇ１端を封止
することで、当該間隙を封止している。以下、この構成による効果を説明する。
【００７３】
　ａ．無機封止層１０４の外部領域からの浸透抑制効果
　パネル１０では、吸湿壁１０９内の水分は短時間で乾燥剤により吸着され、吸湿壁１０
９内で自由に伝搬できる水分量は極めて低くなる。したがって、吸湿壁１０９と接する接
着層１０５、カラーフィルタ層１０６、封止壁１０８に含まれる水分は、実質的に水分濃
度の低い吸湿壁１０９へと拡散され、吸湿壁１０９内の乾燥剤に吸着される。
【００７４】
　それゆえ、例えば外気、接着層１０５、カラーフィルタ層１０６、封止壁１０８など、
有機ＥＬ層１０３に対して無機封止層１０４より外部の領域に存在する水分は、比較的水
分が浸透しやすい界面Ｇ１に達する前に吸湿壁１０９に吸着される。したがって、パネル
１０では、無機封止層１０４の外部領域からの水分の有機ＥＬ層１０３への浸透が抑制さ
れる。
【００７５】
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　ｂ．無機封止層１０４の内部領域における浸透抑制効果
　上記構成により、パネル１０では、例えば層間絶縁層１０２や隔壁１０３ｄなど、下部
基板１０１及び無機封止層１０４に囲まれた領域（以下、「無機封止層１０４の内部領域
」という。）に存在する水分の有機ＥＬ層１０３への浸透も抑制される。
　具体的には、界面Ｇ１は水分が浸透しやすいことから、図２（ｂ）の矢印に示すように
、無機封止層１０４の内部領域に存在する水分のうち、まず界面Ｇ１に近い位置にあるも
のが、界面Ｇ１を浸透して吸湿壁１０９に吸着される。これにより、無機封止層１０４の
内部領域において、界面Ｇ１付近の水分の濃度が低くなる。水分は、濃度の高い方から濃
度の低い方へ拡散することから、無機封止層１０４の内部領域に存在する水分は、界面Ｇ
１に向かって移動する。そして、界面Ｇ１に移動した水分は、界面Ｇ１を浸透して吸湿壁
１０９に吸着される。このように、無機封止層１０４の内部領域に存在する水分は、界面
Ｇ１を通じて吸湿壁１０９に吸着されるため、パネル１０では、無機封止層１０４の内部
領域における水分の有機ＥＬ層１０３への浸透が抑制される。
【００７６】
　（２）その他の効果
　ａ．吸湿壁１０９が外周１０４Ａに渡って界面Ｇ１を封止する効果
　図１に示すように、パネル１０では、吸湿壁１０９が、無機封止層１０４の外周１０４
Ａに渡って、下部基板１０１上から無機封止層１０４の周縁部１０４ａに接するまでの領
域を含んで配置されている。このとき、パネル１０では、下部基板１０１と無機封止層１
０４との界面Ｇ１端が無機封止層１０４の周縁部１０４ａを一周分取り囲むように、吸湿
壁１０９で封止される。これにより、パネル１０では、有機ＥＬ層１０３への水分の浸透
がさらに抑制される。
【００７７】
　ｂ．周縁部１０４ａが下部基板１０１上にある効果
　図２に示すように、パネル１０では、無機封止層１０４の周縁部１０４ａが下部基板１
０１上にある。これにより、水分の透過性が低い下部基板１０１と無機封止層１０４によ
って、有機ＥＬ層１０３を一定程度封止できる。特に、吸湿壁１０９の吸湿能力が飽和し
た後においても、有機ＥＬ層１０３への水分の浸透を低減できる。また、このような無機
封止層１０４は、例えばＣＶＤやＰＶＤにおいてメタルマスクなどのマスクを用いること
により、比較的簡易に形成でき、製造上有利である。
【００７８】
　３．変形例
　本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、その本質的な特徴的構成要素を除き、本
実施の形態に係るパネル１０に何ら限定を受けるものではない。以下では、本発明の別の
態様として、パネル１０の変形例を説明する。なお、パネル１０と同様の部分については
、同じ符号を付して説明を簡略又は省略する。
【００７９】
　（１）無機封止層
　パネル１０では、無機封止層１０４の周縁部１０４ａが下部基板１０１上にあったが、
本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネルはこれに限られない。図３（ａ）は変形例に係
る有機ＥＬ表示パネル１０Ｘ（以下、「パネル１０Ｘ」という。）を示す模式断面図であ
り、図３（ｂ）は図３（ａ）の二点鎖線を拡大した一部拡大図である。
【００８０】
　図３（ａ）に示すとおり、パネル１０Ｘでは、無機封止層３０４の周縁部３０４ａが層
間絶縁層１０２の側面上にあり、吸湿壁３０９は、無機封止層３０４から露出する層間絶
縁層１０２の側面に接している。なお、無機封止層３０４の周縁部３０４ａの配置箇所は
、例えばＣＶＤやＰＶＤにおいてメタルマスクなどのマスクを用いることにより、適宜調
整することができる。なお、パネル１０Ｘは、無機封止層３０４及び吸湿壁３０９を除い
てはパネル１０と同じ構成である。
【００８１】
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　パネル１０Ｘにおいても、図３（ｂ）に示すように、吸湿壁３０９は、下部基板１０１
上から無機封止層３０４の周縁部３０４ａに接するまでの領域を含んで配置され、下部基
板１０１と無機封止層３０４との間隙Ｇ２を封止している。したがって、吸湿壁３０９は
、吸湿壁１０９と同様に、無機封止層３０４の外部領域からの浸透及び内部領域における
浸透を抑制する効果を有し、パネル１０Ｘでは、水分の有機ＥＬ層１０３への浸透が抑制
される。なお、吸湿壁３０９は、間隙Ｇ２において、層間絶縁層１０２と面で接している
ため、層間絶縁層１０２の水分を容易に吸着することができる。
【００８２】
　（２）吸湿壁
　パネル１０では、吸湿壁１０９が上部基板１０７及び下部基板１０１と密着していたが
、本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネルはこれに限られない。図４は変形例に係る有
機ＥＬ表示パネル１０Ｙ（以下、「パネル１０Ｙ」という。）を示す模式断面図である。
　図４に示すとおり、パネル１０Ｙでは、吸湿壁４０９が、無機封止層１０４の周縁部１
０４ａ付近にのみ配置されており、カラーフィルタ層１０６、上部基板１０７及び封止壁
１０８とは接していない。このような吸湿壁４０９については、例えば、ディスペンス法
において、吸湿壁４０９の材料をペースト状にしたものの塗布量を適宜調整すれば、形成
することが可能である。
【００８３】
　なお、パネル１０Ｙでは、吸湿壁４０９と、カラーフィルタ層１０６、上部基板１０７
及び封止壁１０８との間には、接着層４０５が配置されており、接着層４０５及び吸湿壁
４０９の形状を除いてはパネル１０と同じ構成である。
　パネル１０Ｙにおいても、吸湿壁４０９は、下部基板１０１から無機封止層１０４の周
縁部１０４ａに接するまでの領域を含んで配置されており、下部基板１０１と無機封止層
１０４との界面Ｇ１に存在する間隙を封止している。したがって、吸湿壁４０９は、吸湿
壁１０９と同様に、無機封止層１０４より外部領域からの浸透及び内部領域における浸透
を抑制する効果を有し、パネル１０Ｙでは、水分の有機ＥＬ層１０３への浸透が抑制され
る。
【００８４】
　（３）その他
　本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネルは、以上の実施の形態や変形例に限られない
。例えば、図５に示すように、パネル１０Ｙの構成において、無機封止層をパネル１０Ｘ
と同じ無機封止層３０４とした有機ＥＬ表示パネル１０Ｚであってもよい。有機ＥＬ表示
パネル１０Ｚにおいても、吸湿壁５０９が、下部基板１０１上から無機封止層３０４の周
縁部３０４ａに接する領域を含んで配置され、下部基板１０１と無機封止層３０４との間
隙Ｇ２を封止している。したがって、吸湿壁５０９は、吸湿壁１０９と同様に、無機封止
層３０４より外部領域からの浸透及び内部領域における浸透を抑制する効果を有し、パネ
ル１０Ｚでは、水分の有機ＥＬ層１０３への浸透が抑制される。
【００８５】
　また、パネル１０では、封止壁１０８及び吸湿壁１０９が、下部基板１０１のＴＦＴ層
１０１ｂ上に配置されていたが、これに限られない。例えば、ＴＦＴ層１０１ｂが、下部
基板１０１の周縁にて基板本体１０１ａを露出する形状であり、当該露出する基板本体１
０１ａ上に、封止壁１０８又は吸湿壁１０９あるいはその両方が配置されていてもよい。
　また、無機封止層３０４は、周縁部３０４ａが層間絶縁層１０２の側面上にあったが、
例えば無機封止層の周縁部は有機ＥＬ層１０３の側面上にあってもよい。ただし、無機封
止層１０４、３０４のように有機ＥＬ層１０３の側面すべてを覆う場合は、吸湿壁の吸湿
能力が飽和した後においても、有機ＥＬ層１０３への直接的な水分の浸透を防ぐことがで
きる。
【００８６】
　また、上記実施の形態１及び変形例では、吸湿壁、封止壁、各基板、各層及び表示領域
の外周が矩形状であったが、本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネルはこれに限られず
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、例えば、多角形状、円形状、楕円形状などであってもよい。また、各部材の外周形状が
独立して別の形状となることも妨げない。
　また、上記実施の形態１及び変形例では、アクティブマトリクス型及びトップエミッシ
ョン型を採用したが、本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示パネルはこれに限られず、例え
ばパッシブマトリクス型、ボトムエミッション型などを採用してもよい。なお、ボトムエ
ミッション型を採用する場合は、吸湿壁が、無機封止層の上面を覆うように配置されてい
てもよい。また、パッシブマトリクス型では、下部基板はパネル１０の基板本体１０１ａ
に相当する部分だけからなり、封止壁及び吸湿壁は、当該基板本体上に配置される。
【００８７】
　＜実施の形態２＞
　以下では、実施の形態２として、本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示装置１について、
図６を用いて説明する。図６は有機ＥＬ表示装置１の構成を示すブロック図である。
　１．全体構成
　有機ＥＬ表示装置１は、実施の形態１に係るパネル１０を備えた表示装置であって、例
えばテレビジョン機器、電子看板・大型スクリーンなどの業務用ディスプレイ、携帯型電
子機器の表示部などである。有機ＥＬ表示装置１は、パネル１０の周囲に、パネル１０に
接続された制御回路部２０を備える。制御回路部２０は、パネル１０に接続された４つの
駆動回路２１と、駆動回路２１及び外部機器に接続された制御回路２２とを有する。ただ
し、有機ＥＬ表示装置１が備える制御回路部２０の配置については、これに限られない。
【００８８】
　駆動回路２１は、各有機ＥＬ素子に電力を供給する電源回路、制御回路２２からの信号
を所定のレベルの電圧信号に変換して各有機ＥＬ素子に印加する信号回路、一定の間隔ご
とに電圧信号を印加する有機ＥＬ素子を切り替える走査回路などを有する。制御回路２２
は、外部から入力された画像情報を含むデータを、駆動回路２１に対応した信号に変換・
分配することで、表示領域１１に表示する画像を制御する。
【００８９】
　２．得られる効果
　有機ＥＬ表示装置１は、水分の有機ＥＬ層への浸透を抑制したパネル１０を備える。し
たがって、有機ＥＬ表示装置１では、発光寿命が向上し、高い表示品質を実現できる。
【産業上の利用可能性】
【００９０】
　本発明に係る有機ＥＬ表示パネル及び有機ＥＬ表示装置は、例えば、テレビジョン機器
、業務用ディスプレイ、パーソナルコンピュータ、携帯型電子機器などの装置又はその他
表示機能を有する様々な電子機器などに広く利用することができる。
【符号の説明】
【００９１】
　１　有機ＥＬ表示装置
　１０、１０Ｘ、１０Ｙ、１０Ｚ、９０ａ、９０ｂ　有機ＥＬ表示パネル
　１１　表示領域
　１０１　下部基板
　１０２　層間絶縁層
　１０３　有機ＥＬ層
　１０４、３０４、９０４　無機封止層
　１０４Ａ　外周
　１０４ａ、３０４ａ、９０４ａ　周縁部
　１０６　カラーフィルタ層
　１０７　上部基板
　１０８、９０８ａ、９０８ｂ、９０８ｃ　封止壁
　１０９、３０９、４０９、５０９、９０９ａ、９０９ｂ、９０９ｃ　吸湿壁
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